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要旨
　平成28年度厚生労働省の調査によれば、 1 年間の高齢者虐待判断総数は、養護者によるものが16,000
件を超え、養介護施設従事者等によるものも400件以上と増加の一途をたどっている（平成28年度）。こ
のような現状に対しどのような対策がなされているのだろうか。本研究は、直近10年間の高齢者虐待防
止研究誌に掲載された研究内容をレビューし、その動向を分析して今後の課題を明らかにすることを目的
とした。2008年から2017年までの10年間に「高齢者虐待防止研究」誌に掲載された72編の論文を分析
対象とした。論文毎に発行年、研究の種類、タイトル、研究デザイン、対象、目的、方法、結果・考察に
分けた一覧表を作成し全体を可視化した。研究デザイン、研究対象はナンバリングし、研究デザイン、研
究対象者によって、それぞれの論文数のカウントを行った。また各論文内容を示すコードをもとに高齢者
虐待に関する研究内容のキーワードを分類しカテゴリー化した。研究デザインとしては量的研究が最も多
く37編、次に質的研究28編であった。研究対象者は、地域包括支援センター職員や介護支援専門員を対
象としたものが多く、研究内容のカテゴリーとしては【高齢者虐待防止活動の現状・実態】【施設介護スタッ
フの虐待への意識・体験対処】に関する研究が多かった。高齢者虐待の実態は解明されつつあるが、この
実態や発生要因に対しどう対処すべきかといった介入研究はまだ少ない。今後は、高齢者虐待の実態や発
生要因に対し、どのように対処していくべきかといった具体的対処方法を解明し、実践を積み重ねていく
必要があることが示唆された。
キーワード： 高齢者虐待、高齢者虐待防止、研究動向、文献レビュー
Ⅰ．はじめに
我が国の65歳以上の高齢者人口は、3,515万人となり、総人口に占める割合（高齢化率）も27.7%となっ
た（内閣府、平成30年）。このような急激な高齢社会の進展に伴う社会的課題の１つに要介護高齢者と認
知症高齢者の増加があげられる。要介護（要支援）認定者数は、平成28年度末現在632万人で増加の一
途をたどっている（厚労省、平成28）。また認知症高齢者においても、2012年認知症高齢者数462万人で
あり、65歳以上の高齢者の約 7 人に 1 人であったが、2025年には約700万人で 5 人に 1 人になると推計
されている（内閣府、平成29年）。様々な理由により要介護、認知症高齢者を在宅で介護できない場合、
高齢者施設は本人だけでなく家族にとっても拠り所となる重要な社会資源である。2003年度、わが国初
の大規模な家庭内における家族・親族等による高齢者虐待に関する全国調査が実施され、虐待の実態が浮
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き彫りにされ社会問題化した。しかし、家庭内における家族等による高齢者虐待だけでなく、高齢者施設
スタッフによる虐待もある。そこで2006年に「高齢者虐待の防止、高齢者の擁護者に対する支援等に関
する法律」（以下高齢者虐待防止法）が施行され10年が経過した。しかし、厚生労働省の調査結果（平成
28年度）よると 1 年間の虐待判断事例総数は16,384件で、養介護施設従事者による虐待報告も452件と
その数は両者とも増加している。2004年には日本高齢者虐待防止学会が設立され、翌年からは同学会誌
が創刊発行されている。そこでは、高齢者虐待に向けてどのような取り組みがなされ成果があげられてい
るだろうか。直近10年間の高齢者虐待防止学会に掲載された研究内容をレビューし、その動向を分析し、
今後の課題への示唆を得たいと考えた。
Ⅱ．研究目的
本研究の目的は、直近10年間の「高齢者虐待防止研究」誌に掲載された論文をレビューし、その動向
を分析して今後の課題を明らかにすることである。
Ⅲ．研究方法
１．対象文献：2008年から2017年までの10年間に「高齢者虐待防止研究」誌に掲載された論文72編
 （原著27編　調査報告36編　実践報告 7 編　資料・研究ノート各1編）である。 
２．文献の整理：論文ごとに発行年（巻）、研究の種類、タイトル、研究デザイン、対象、目的、方法、結果・
考察に分けた一覧表を作成し全体を可視化した。その一例を表１に示す。
３．分析方法：
　① 研究デザイン、研究対象は、その種類別にナンバリングし、研究デザイン、研究対象者によって、
それぞれの論文数のカウントを行った。
　②各論文の内容を精読し、下記の手順で分析した。
　　・研究目的、研究方法、結果・考察の記述を一覧表から抽出し、データとした。
　　・抽出したデータを、その論文内容を損なわないような一文で表すことによってコード化した。
　　・ それらのコードの同一性を検討し、カテゴリー化した。論文内容を示すデータ抽出とコード化、
およびカテゴリーの生成については、老年看護学教員間で検討し、信頼性と妥当性を確保した。 
　
Ⅳ．結　果
１．研究デザインによる分類
質問紙によるアンケート調査といった量的研究が37編ともっとも多かった。その対象者数は500人規
模のものが多く、大規模調査は少ない。対象者のほとんどが、地域包括職員や介護支援専門員、社会福祉
士、高齢者関連施設に勤務する介護職員であった。次いで、インタビューや事例分析といった質的研究が
28編みられた。質的研究28編のインタビュー調査において、対象者は保健師や介護福祉士、社会福祉士
がもっとも多かった。それ以外には、療養病棟スタッフと認知症高齢者を対象としたものや精神科療養病
棟の看護師を対象にしたものが各1編みられた。インタビュー調査において、被虐待者を対象としたもの
はなく、高齢者を介護する介護者にインタビュー調査したものは 2 編みられた。ケア実践研修会の実施や
プログラム開発といった介入研究は6編であり、その他として海外の会議参加報告といった調査報告書が
1 編みられた。 
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発行年・
巻 種類 タイトル 研究デザイン 研究対象 目的 方法 結果・考察
2017年
量的研究
13巻 質問紙郵送調査
2017年
2016年
12巻
2016年
調査研究
12巻
自記式質問紙調査
2016年 介護スタッフの“してしまいそうになっ
た虐待”等の現状とその要因
12巻
： 職員間の人間関係と同僚の虐
待行為の発見に焦点をあてて
2016年
12巻
2016年 養介護施設従事等による高齢者虐
待が顕在化する背景と課題
12巻 ：　新聞記事の分析をもとに
2016年
12巻
2016年
12巻
2015年
質問紙による調査
11巻
要因としてストレス、
バーンアウトをあげ
測定
��　　高齢者虐待防止�会�　　先行研究���の�例
原著論文 認知症グループホームの介護職員
の虐待に対する意識に影響を与える
要因の検討
質問紙による実証研
究
全国認知症グルー
プホームの介護職
員908人
介護職員の虐待意識に影
響する要因の検討
ストレス、バーンアウトが虐待意識
の低下に影響する
介護者の心情が不安定になるため
地域の保健師、家族会などの連携
が重要となる
資料 介護支援専門員が認知する虐待発
生リスクに関する研究 ： 在宅で親
を介護する息子・娘に焦点をあてて
質問紙調査 札幌市の介護支援
専門員95人
息子、娘が介護者であるあ
る人に焦点化してCMが認
知する虐待発生リスクの関
連をみる
質問紙による調査 CMが虐待発生リスクありと認知し
ている娘、息子は就労していない、
精神疾患あり傾向がある
調査報告 高齢者虐待回避にために施設入所
に至った介護者の心情とその支援
－介護支援専門員へのインタビュー
から－
質的帰納的研究 介護支援専門員12
人
虐待防止のため高齢者を
施設入所させた介護者の
心情と支援の方向性を検討
する
グ ル ー プ イ ン タ
ビュー調査
現場の職員が理解しやすい研修
は事例、体験が示されていること
調査報告 新聞記事の事例分
析
2002年から 2014
年までの新聞記事
より抽出した34件
高齢者虐待が顕在化する
背景と課題を明らかにする
事例分析 虐待事例の顕在化には相談者通
報者の属性、虐待の種類が影響
し、通報には心理的負担ある
調査報告 韓国の老人虐待防止見聞録 インタビュー調査 ソウル市内の老人
専門機関6か所の
施設長6人
虐待防止に関する研修内
容とその効果に対する認識
を知る
インタビュー調査
してしまいそうになった虐待行為は虐
待行為の3倍してしまいそうになった不
適切介護は不適切介護の1.9倍
調査報告 高齢者虐待防止に関する専門職種
間ネットワーク構築に向けた研修会
活動 ： A市高齢者権利擁護勉強
会による帰属意識の効果
A市の高齢者関連
施設に勤務する保
健医療福祉専門職
員33人
高齢者権利擁護勉強会参
加者の帰属意識の経時的
変化をみる
定期研修会を開催
しそのつど自記式
質問紙調査を実施
し経時的に評価す
る
勉強会に対する帰属意識が回を重
ねるごとに高まり、虐待相談件数を
高めた
調査報告 量的調査研究 A県介護老人福祉
施設に勤務する介
護スタッフ371人
介護施設スタッフの虐待行
為に至る前段階の現状と要
因を明らかにする
して しま いそ うに
なった虐待に関する
質問紙調査
4点ベッド柵は解除できたが、ミトン
型手袋は解除に限界があった
原著論文 認知症高齢者への効果的な入浴誘
導の特徴 ： 録画とインタビューによ
る質的研究
質的研究 療養病棟スタッフ
13人と認知症高齢
者10人
認知症高齢者の入浴誘導
に関する、高齢者の同意に
至る働きかけの特徴を明ら
かにする
入浴誘導場面を録
画した142場面とス
タッフインタビューを
質的に分析する
効果的誘導には働きかけ回数、微
細なサインへの注目が有用である
実践報告 障害者病棟における身体拘束を減少
させる看護ケア改善の取り組み
介入研究 A病院B病棟の看
護師18人、入院患
者50人
拘束解除の取組みを実践し
その効果と看護師の認識、
行動の変化を明らかにする
イノベーション普及
モデルを参考に拘
束解除における介
入を12週間行い変
化をみる
殆どのCMの担当利用者の中に虐
待兆候が考えられる利用者、家族
がいる
調査報告 介護支援専門員の高齢者虐待の兆
候の認識に関する現状と課題－政令
指定都市における介護支援専門員
の意識調査を通じて－
北九州、静岡、岡
山、熊本、福岡、仙
台の介護支援専門
員（CM）542人
CMの虐待兆候に関する認
識の現状を明らかにする
先行文献による質
問紙調査
 
表 1　　高齢者虐待防止学会誌　　先行研究一覧 の一例
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２．研究対象者ごとの分類
分析対象とした文献72編のうち、分析対象者として最も多かったのは、地域包括支援センター職員（介
護支援専門員、保健師、看護師、社会福祉士等）を対象にしたもので16編みられた。
次いで地域包括支援センター以外の介護支援専門員、病院や高齢者施設職員（看護師、介護士、理学療
法士等）、自治体の高齢者虐待担当職員や介護支援事務所職員、社会福祉士といった専門職が対象となっ
ていた。介護者を対象としたものは2編、被虐待高齢者を対象としたもの 1 編と少なかった。
　
３．研究内容のカテゴリー分類
72文献のコードから、それらの同一性を検討し統合した結果、17の研究内容のカテゴリ－が抽出された。
以下、研究内容のカテゴリーを【　】、論文内容を示すコードを「　」で示す。
研究内容は、【高齢者虐待防止活動の現状・実態】と【施設介護スタッフの虐待への意識、体験、対処】【セ
ルフ・ネグレクト】【高齢者虐待防止への活動体制づくり】【介護支援専門員の高齢者虐待への認識、対応
の実態】【地域（在宅）における高齢者虐待の認知、実態、支援】に関するものが多く、半数以上を占め
ていた。ほかに、【身体拘束】【海外における高齢者虐待防止活動】【被虐待者の分離】【行政・事業書の役
割】などであった。
【高齢者虐待防止活動の現状や実態】では、「高齢者虐待に対する地域支援の現状、困難事例」や990市
町村と全国の都道府県47ヶ所の「市町村の高齢者虐待防止の取り組みの進展と都道府県の支援」などに
ついて明らかにされていた。また現状や実態ではなく【高齢者虐待防止への活動体制づくり】に対する研
究も行われていた。例えば「高齢者虐待防止への専門職間ネットワークの構築」や「地域包括支援センター
職員の資質向上の体制づくり」、「高齢者虐待防止のための実践アプローチの開発」などがあった。
【施設介護スタッフの高齢者虐待への意識、体験、対処】では、介護施設スタッフがしてしまいそうになっ
た虐待行為やしてしまいそうになった不適切介護について調査された「介護スタッフの“してしまいそう
になった虐待”の現状」や302人の介護スタッフに対し、否定的感情体験を持ちやすい状況を設定して「施
設介護スタッフの否定的感情体験、虐待目撃時の対処行動」について調査されていた。
その他にも認識や対応の実態を調査したものも多く、「介護支援専門員が認知する虐待発生リスク」や「介
護支援専門員による高齢者虐待対応の現状」といった【介護支援専門員の高齢者虐待への認識、対応の実
態】や「在宅での高齢者虐待への介入拒否の実態」や「高齢者虐待に対する地域支援の現状」といった【地
域における高齢者虐待の認知、実態、支援】が研究されていた。
【セルフ・ネグレクト】においては「セルフ・ネグレクト事例の実態」や「セルフ・ネグレクト事例へ
の介入の実態」また「専門職種別セルフ・ネグレクト支援の認識の差」などについて研究されていた。
表 2 に高齢者虐待に関する内容のカテゴリー化した一覧を示す。研究内容のカテゴリーの下に記載した
（　）は研究論文数を示した。
Ⅳ．考　察
１．日本における高齢者虐待に関する研究動向
本研究の目的は、高齢者虐待という問題に対し、どのような研究がなされ、何が明らかとなっているの
か、また今後の課題への示唆を得ることであった。その結果、2012年と2017年を除き、毎年７編以上の
研究が行われていることがわかった。これらの研究によって、高齢者の地域見守りネットワーク活動の現
状分析などの【高齢者虐防止活動の現状・実態】が明らかとなり、【高齢者虐待防止への活動体制づくり】
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国民健康保険団体連合会の「苦情相談対応プログラム」の開発
高齢者虐待に対する地域支援の現状、困難事例
介護スタッフの”してしまいそうになった虐待”の現状
施設介護スタッフの虐待への意識、体験、
対処
（8） 介護施設従事者による高齢者虐待顕在化の背景
グループホーム介護職員の虐待に対する意識
グループホーム介護職員の虐待防止策因子の構造
施設介護スタッフの否定的感情体験、虐待目撃時の対処行動
委託地域包括支援センターの高齢者虐待防止ネットワークの構築
高齢者虐待防止体制の促進への提言
高齢者虐待防止の取組みに対する市町村職員の意識
自治体の高齢者虐待への取組み（H18年の全国調査）
高齢者虐待防止のための養護者への支援のあり方
高齢者の施設内虐待防止モデルの構築（スイスチーズモデル）
高齢者虐待防止の啓に向けた民間団体の育成
高齢者虐待防止法1年後の高齢者施設スタッフの認識
主任介護支援専門員の高齢者虐待対応困難感の実態
介護支援専門員（CM)による虐待予防相談面接
高齢者のドメスティック・バイオレンス（DV)の実態調査
介護支援専門員（CM)の家庭内虐待の発見から通報までの意識
在宅高齢者に対する介護放棄の実態
高齢配偶者間での虐待の種類、原因、終結の有無
在宅での高齢者虐待への介入拒否の実態
高齢者虐待への保健師の支援
論文内容を示すコード研究内容のカテゴリー
セルフ・ネグレクト事例への介入の実態
セルフ・ネグレクトの理論的概念に対する文献検討
�2��高齢者虐待に関するキーワードのカテゴリ化
身体拘束
（5）
身体拘束を低減させる看護ケア改善への取組み
セルフ・ネグレクト予防・支援に向けた法制化
セルフ・ネグレクト
（7）
セルフ・ネグレクト事例の実態
A地域のセルフ・ネグレクトの実態
専門職種別セルフ・ネグレクト支援の認識の差
セルフ・ネグレクトを構成する因子の抽出
病院での身体拘束の実態と看護師の意識
精神科病院での身体拘束に関する看護師の認識
都内医療機関の身体拘束の現状と廃止への取組み状況
過疎地域の在宅認知症高齢者の身体拘束の理由
被虐待者の分離
（4）
高齢者虐待防止への専門職間ネットワークの構築
被虐待者と養護者の分離の判断根拠と(保健師の）支援内容
介護支援専門員（CM)の高齢者虐待への
認識、対応の実態
（7）
介護支援専門員(CM)の高齢者虐待の兆候の認識
介護支援専門員（CM)が認知する虐待発生リスク
介護支援専門員（CM)と地域包括職員の虐待に関する認識の差
介護支援専門員（CM)による高齢者虐待対応の現状
市町村の高齢者虐待防止の取組みの進展と都道府県の支援
高齢者虐待防止のための実践アプローチの開発
小規模自治体別の高齢者虐待防止に向けた体制づくりの比較
養護者と被虐待高齢者の分離に関する実態（全国調査）
A市の3年間の被虐待者分離となった事例の経過の内容分析
被虐待者が分離を決断する要因（３事例の語り）
施設内高齢者虐待が生じる背景と介護職の認識、体験
施設内高齢者虐待が生じる背景と介護スタッフの対応の実態
ドメスティック・バイオレンス
（2）
看護師の家庭内高齢者虐待に対する認知度
入所からの暴力行為が介護者に及ぼす影響
入所者からの暴力
（2）
地域（在宅）における高齢者虐待の認知、
実態、支援
（6）
療養病床の認知症高齢者の攻撃に対する介護者の認識、対処
高齢者虐待に対する地域支援の現状
高齢まで継続したドメスティック・バイオレンス（DV)被害者
海外における高齢者虐待防止活動
（5）
認知症高齢者からの攻撃行為を受けた家族の体験
虐待回避のために施設入所させた家族介護者の心情
家族介護者の介護負担感、不適切対応リスク
家族介護者の心情
（3）
韓国の老人虐待防止
市町村行政と地域包括支援センター職員の機関協働スキル
アメリカ型法医学センターモデル
高齢者の心中記事、韓国と日本の比較
カリフォルニア州高齢者虐待法医学センター現地調査
テキサス州高齢者虐待防止・介入、支援システム
被虐待者の自立度と介護者の生活
被虐待者の介護度
（1）
高齢者虐待のミクロな定義
高齢者虐待の定義
（1）
高齢者虐待防止活動の現状・実態
（8）
高齢者虐待防止への活動体制づくり
（7）
行政・事業所の役割
（3）
社会福祉士、弁護士による専門職チーム設置の意義
社会福祉士の活動の実態
社会福祉士・弁護士の活動
（2）
認知症高齢者への効果的入浴誘導
効果的ケア方法
（1）
介護保険事業所職員の虐待対応の実態
地域包括支援センターの看護職の役割
地域包括支援センター職員の資質向上の体制づくり
高齢者の地域見守りネットワーク活動の現状分析
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がどのように進められているか明確となった。 
【高齢者虐防止活動の現状・実態】では、高齢者虐待防止法施行前後において、全国の自治体の高齢者
虐待担当部署では、自治体における高齢者虐待対応の整備が促進されているが、専門職対象の教育などさ
らなる自治体における取り組みが必要であることが明らかとなった（坂田、2008）。また、市区町村にお
ける高齢者虐待防止のための取り組みにおいて、都道府県から提供される支援が多い場合に、市区町村の
取り組みも進んでいる傾向がみられていた（中島ら、2011）。坂田は（2015）高齢者虐待防止体制の促
進に向けて、自治体が専門職対象の教育がどのように取り組みを行っているか、体制の異なるエリアにイ
ンタビューを行い行政や地域包括支援センターの内部体制についてなど 5 つの提案を行っている。今後は
内部体制がどのように変化されたかといった実態調査の必要性について検討する必要がある。
【高齢者虐待防止への活動体制づくり】では、 2 件の介入研究が行われていた。 1 件は高齢者虐待対応
に関する職員の資質向上および地域における共育の体制づくりのため、地域包括支援センター職員および
高齢者虐待にかかわる職員にピアスーパービジョン（スーパーバイザーを含めず、お互いに尊重する関係
にある参加者同士が、より良い支援のための気づきを深める取り組み）体制を構築する試みであった。そ
の結果、相談者の気持ちを理解する重要性に気づくなど、面接技術の向上や自己覚知の効果が得られてい
た（末原、2010）。もう1件は副田ら（2011）が高齢者虐待対応に携わる援助職にとって有用な実践ア
プローチを開発するために、「安心づくり安全探しアプローチ」とその研修プログラムを開発したもので、
援助職の対処可能感の向上などに役立つといった結果が出ている。高齢者虐待防止への専門職間ネット
ワークの構築や民間団体の育成といった活動体制づくりも行われていることが明らかとなった。このよう
に地域づくりや連携を目的とした体制づくりや専門職者の質の向上を目的とされている体制づくりは高齢
者虐待防止に対して今後も必要であろう。
【施設介護スタッフの虐待への意識、体験、対処】に対してはアンケート調査とインタビュー調査の両
方が行われていた。松下ら（2008）は虐待の背景には5つの要因があること、日頃からスタッフが悩み
を話す場所と語り合う機会を保証することの必要性を述べている。また岸ら（2010）は施設の構造的問
題として、労働条件や勤務体制の問題から業務が優先されることで、認知症等介護困難な利用者へのケア
スキルが低下し、利用者との密着した人間関係が虐待発生のリスクを高めることを明らかにしている。こ
れらインタビュー調査で明らかとなったことは他の施設でも起こりうることであり、今後はより多くの施
設を対象にして実態を把握していく必要があると考える。
【介護支援専門員の高齢者虐待への認識、対応の実態】では、高齢者虐待の兆候の認識や高齢者虐待対
応の現状といったことは明らかにされているが、介護支援専門員自身が仕事のなかでどのような思いを抱
くのか、またストレスを受けているのかといった研究は少ない。また介護支援専門員の高齢者虐待対応困
難感の実態は明らかになっているが具体的な介入研究は行われていなかった。今後はこれらの研究も必要
となってくると思われる。
高齢者虐待防止法の対象外となっている【セルフ・ネグレクト】や病院における【身体拘束】も多く研
究されており、セルフ・ネグレクト事例やその介入の実態について明らかとなっている。また身体拘束で
は病院での身体拘束への実態と看護師の意識、身体拘束の現状と取組み状況なども明らかにされていた。
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高齢者虐待防止研究13巻
48-65
2
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3
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副田あけみ，松本葉子 高齢者虐待支援対応における機関間協働スキル；行政と地域包括支援センターの場合 95-105
20
岸恵美子，野尻由香　ほか 地域包括支援センター看護職のセルフ・ネグレクト事例への介入方法の分析 106-120
21
松井美帆 医療施設における身体拘束に対する看護師の認識と廃止に向けた取組み 121-128
22
梅崎薫 高齢者虐待防止の啓発と民間団体の育成における社会福祉協議会への期待 129-138
23
上原たみ子，吉本照子　ほか 高齢者虐待に対する保健師の支援の意図に関する文献検討 139-150
24
勝亦麻子，塚田典子 高齢まで継続したドメスティック・バイオレンス（DV）被害者に関する研究；被害者の性別による比較を中心に 151-161
25
松下年子，宇賀神恵理 精神科病院療養病棟の看護師が捉える高齢者虐待と身体拘束，面接調査の結果より 162-174
26
野村祥平，岸恵美子　ほか 高齢者のセルフ・ネグレクトの理論的な概念と実証研究の課題に関する考察 175-187
27
安藤智子 被虐待者が養護者から離れて生活することを決断する要因；3事例の分析 188-195
28
松本望，今井幸充 認知症グループホームの介護職員が求める虐待予防策因子の構造と課題；職員・職場の属性による認識の違いをもとに 2013年
高齢者虐待防止研究9巻
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29
小長谷百絵，岸恵美子　ほか 高齢者のセルフ・ネグレクトを構成する因子の抽出；専門職のセルフ・ネグレクトへの支援の認識から 54-63
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大光房枝，上原たみ子 在宅の被虐待高齢者と養護者の分離の判断根拠と分離を行う際の支援内容；行政保健師の役割を中心に 64-74
31
山口光治 高齢者虐待防止のための養護者支援のあり方に関する研究；ソーシャルワーカーへのインタビュー記録の分析から 75-85
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上原たみ子，吉本照子　ほか 地域包括支援センターにおける高齢期のドメスティック・バイオレンス（DV）の実態調査
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86-96
33
越谷美貴恵 認知症高齢者の攻撃的行為に対する家族介護者の体験および対処；ある認知症ケア専門士の在宅介護の事例分析を通して 97-105
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２．高齢者虐待防止研究に対する今後の課題
今後の研究課題としては、以下 3 点あげられる。結果１からは、①量的アンケート調査対象数において、
300 ～ 500人といったものが多く、100人以下の小規模な調査もみられた。今後はこれらを統合して大規
模な調査につなげていく必要があると思われる。②介入研究が少ないことである。高齢者虐待に対する実
態は解明されつつあるが、この実態や発生要因に対しどう対処すべきかといった介入研究を実施していく
必要がある。結果 2 からは、③介護者や被介護者の視点にたった研究が少ないことである。厚生労働省「平
成28年度高齢者虐待の防止、高齢者の擁護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する
調査結果」の報告によれば、在宅での要介護者による虐待発生要因として「介護疲れ、介護ストレス」が
最も多いとされている。また介護殺人の調査研究をしている湯原（2011）は、介護を引き受けたからと
いって社会から孤立することなく、大切な人々との絆を大切にしつつ、無理なく介護を行うことができる
ような介護者支援システムの構築、法基盤の整備の必要性を述べている。これらのことからも、介護者や
被介護者の視点にたった研究が重要である。
Ⅴ．本研究の限界
今回レビューした文献は、「高齢者虐待防止研究」誌に掲載されたもののみである。高齢者虐待に関し
ては、老年社会科学会や老年看護学会をはじめ福祉・介護の領域でも研究がなされているため、全てを反
映できなかった。また、レビューした72の論文が年代によってどう変化しているのかまでは分析できて
いない。今後の課題としたい。
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